
図-1 重量コンクリートの高温時溶融挙動 

（上から，試験前，1250℃，1300℃） 
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1三菱重工業(株) 
溶融炉心冷却を促進する低粘性化材の開発において，酸化鉄系の骨材を適用したコンクリートを考案した。

低粘性化材と溶融炉心の混合時の挙動の予測に資するデータの拡充のため，低粘性化材を対象に物性計測

及び高温時の溶融挙動の観察を行った。 
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1. 緒言 

低粘性化材と高温の溶融炉心が接触する場合，低粘性化材は温度が徐々に上昇したのち溶融される。低

粘性化材の溶融挙動の推定には，広い温度範囲における物性値や溶融挙動の評価が必要となる。一方で高

温での物性に関する既往の報告は少ない。このため室温から 1100℃の範囲にて物性の計測と，最大 1300℃

での低粘性化材の溶融挙動の観察を行った。 

2. 物性計測   

2-1. 試験方法 

低粘性化材には酸化鉄系の骨材を用いた重量コンク

リート及び重量モルタルと，対照系として玄武岩系骨材

を用いた一般コンクリートとした。物性測定の項目は密

度・熱伝導率・比熱。高温時溶融挙動については，柱状

試料（□20mm×t5mm）を管状炉にて加熱し，最大 1300℃

での試料表面の変化を観察した。 

2-2. 試験結果 

物性値として，密度，熱伝導率（30～1100℃），比熱

（25～1000℃）を取得した。重量コンクリートは一般コ

ンクリートと異なり，密度と熱伝導率は大きく，比熱は

小さい傾向が認められた。差異の要因は骨材の組成・形

状と考えられる。 

高温時溶融挙動については，1250℃付近で溶融が開始

し，1300℃程度で著しく進行した。重量コンクリートは，

セメント・粗骨材・細骨材の材料で構成され，それぞれ

融点が異なる。一方で，必ずしも融点の順に溶融するわ

けではなく，同程度に溶融が進むことを確認した。 

3. 結論 

低粘性化材の物性を取得し，熱伝導率や比熱などの熱

的特性および溶融挙動を把握した。挙動推定に資するデ

ータを取得した。 
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